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●2007 年を皮切りに，団塊の世代が続々

と定年退職を迎えるという“2007 年問題”．

労働力不足や豊かな経験に裏打ちされた

知恵・技術の断絶が懸念されるといい，不

安を覚えます．これまでのお仕事に心か

らの敬意をはらい，バトンを受け取らな

ければと思う一方，60 歳という年齢での

完全な引退を惜しまずにはいられません．

スポーツクラブなどでは若者顔負けで体

を動かす方も見かけますよね．ナースの

場合はどうでしょう．力仕事もこなす仕事

柄，体を痛めて続けたくても続けられな

い，という声も聞きます．でも，徐々に

ナースの負担を減らせる身体の技・道具

の開発もされつつあります．経験も大切

な要素となる看護．長く続けやすい仕事

になればいいな，と思います． 【鶴淵】

●「日本語も英語も話せない患者さんが

やって来た」「民間療法を同病室の人に勧

めたがる患者さんがいる」「実習生が学校

で習ったやり方しかしない」「患者と家族

の判断が対立している」「新人が漢字の読

み書きができない」などなど．今回の特

集に取り上げられなかった“危機”は，ま

だまだたくさんあります．どの職場でも

同じですが，ナースも“仕事”のことだけ

を考えているわけにはいかないと言える

でしょう．

今回取り上げたのも取り上げられなかっ

たのも，実は今年の特集で取り上げるテー

マとなりそうなものです．弊誌では，ナー

スの身近な問題を見逃すことなく追いか

けていくことにしています．皆さんも，

ぜひ一緒に“危機”の解決法を考えてみて

ください． 【大野】

●鷲田清一先生（大阪大）の講演を聴く．

老いが“問題”として論じられることの異

様さをテーマに，介護するということは

本来当たり前の課題であること，課題と

は取り組むこと・向き合うもの，成長主

義（若さを愛でる社会）がもたらした社会

が老いの文化・表現・語りの欠けた「空白」

というアイロニーを生み出している，と

いう．前衛華道家・中川幸夫の話が印象

的だった．満開か直前を生けるのは花の

命の一部．枯れ，腐ってくる，真っ赤な

花の汁が「血」となって流れはじめる．

「この花はまだ死んでないといってる」と

いう声だ．花の最後を見届ける華道を始

めた中川の花との関係に，ケアというこ

とが見出される． 【小田嶋】

特集

ナースにしかできない！
臨床栄養管理
栄養管理は，もはや医師や栄養士，NSTナースのみの仕事ではありません．
今，NST（Nutrition support team）活動に熱い視線が注がれています．
2006年の診療報酬改定では，栄養管理加算も導入されました．褥瘡，感染症，
低栄養状態，術後縫合不全をはじめ，臨床でしばしば直面する「病態」において，
栄養管理が絶大な効果を発揮することが認められた結果と言えるでしょう．そ
の臨床において，患者の最も近くでアセスメント＆ケアのできる臨床ナースに
大きな期待が寄せられています．本特集では，臨床栄養管理における一般ナー
スの役割を明確にしてその基本知識を概説します．栄養管理における役割意
識とモチベーションが高まります．

臨床栄養管理におけるナースの役割　矢吹浩子
コラム・こうしてNSTを立ち上げた 矢吹浩子
医師はあなたに期待している！
臨床栄養管理はナース主体でなければならない　小坂正
ナースにしかできない！臨床栄養管理のポイント 小谷穣治
囲み記事・ナースにしかできない！ 摂食嚥下訓練 宮本純子
コラム・こんな勉強会をやっています 荒木一恵
一般ナース酸化型！！ 誌上 NSTカンファレンス×2事例　
兵庫医科大学病院NSTチーム
コラム・NSTカンファレンスに参加して 余谷直美

招待席

フィクションの楽しみ
海堂 尊さん
連載
from KOBE 「後輩」を育てる総合実習・5
――岩本亜衣子・定兼有美・高田早苗
患者になった旧友との往復書簡
「前略　小生、透析を始めました。」・5――中村厚・東めぐみ
明るい肉体・10――天田城介
看護に役立つ！人体の神秘の世界へご招待
からだと病気とミクロのはなし・11――佐藤雄一
看護のアートをめぐるカフェ・トーク・11――谷津裕子
周手術期の臨床看護判断を磨く 手術侵襲と生体反応から看護援助を
組み立てる・11――深田順子・鎌倉やよい
アフリカが紡ぐ命の物語・2――井上冬彦
悩めることも才能だ！宮子あずさのお悩み外来・14――宮子あずさ
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